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1 はじめに

文部科学省「教育の情報化ビジョン」[1]では，2020

年を目標に全国の小中学校の全生徒にタブレット型端

末を配布し，デジタル教科書を導入することを検討し

ている．中でも，子ども達同士が教え合い学び合う“協

働学習”への ICT機器 の活用が求められている．

しかし ICT機器同士を接続するケースの多い協働

学習は，ICT機器の扱いに慣れていない教職員や低年

齢層の子供らにとって，接続手続きが煩雑で，準備に

時間がかかる．また大勢の利用者が一度に接続しよう

とすることによる通信時間の遅延や，操作に慣れない

誤作動による通信遮断など，授業を円滑に進めていく

ことが難しく，敬遠されている所があると考えられる．

また，既存研究や関連技術では，ICT 機器同士の

ネットワークを構築する上での手続きに煩雑さがある

点や，データの交換にインターネットを用いている為

に，学習内容が学習場所のネットワーク環境に制限さ

れてしまう点について考慮されていない．したがって

本稿では，教育現場における NFCを用いた直感的な

アドホックネットワーク構築手法の提案を行う．

2 既存システム

2.1 マルチタブレット技術 [2]

マルチタブレット技術とは，端末に搭載されている

Bluetooth機能を用いて，複数台のタブレット端末を

使用するアプリケーションモデルのことである．iPad

間で，画面を共有し，互いに手書きの図形を書き込む，

協調型ペイントソフトを用いて実現している．

協調作業を行うグループ内で共有するオブジェクト

を共有オブジェクトとして置く．共有オブジェクトへ

描き込んだ線が，他の端末にリアルタイムで反映さ

れる．
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2.2 未来の文房具 ipadアプリ”ロイロノート”[3]

未来の文房具 ipadアプリ”ロイロノート”は，学び

の中でプレゼンテーションスキルやコラボレーション

力を養う手助けを目的とした教育用インタラクティブ・

ツールある．写真や動画、ウェブページなどを「カー

ド」と呼ばれるスライド形式に保存し、直感的に順番

を並べ替えたり文字を書いたり共有できる．

2.3 既存システムの問題点

既存システムを学校の教室で利用する場合を想定す

ると，各端末の Bluetoothの電波が混線する．接続相

手を探索すると，リストに大量の端末が表示され，接

続したい相手を見つけることが難しくなる．また，接

続相手が間違っていないかどうか認証する動作が必要

となる．そのような煩雑な接続手続きは，ICT機器の

利用に慣れていないユーザにとっては非常にわずらわ

しく，スムーズな活用の妨げとなる．

3 提案システム

3.1 目的

既存システムでは，ICT機器同士のネットワークを

構築する上での手順に煩雑さがある点や，データの交

換にインターネットを用いている為に，学習内容が学

習場所のネットワーク環境に制限されてしまう点につ

いて考慮されていない．したがって本稿では，教育現

場における NFCを用いた直感的なアドホックネット

ワーク構築手法の提案を行う．

Bluetooth Handoverを用いることで，端末同士を

近づけるという簡単な動作でアドホックなネットワー

クのグループを作成することが出来る．端末保有者同

士が近づいてグルーピングを行うため，従来の班やグ

ループを作る感覚を残して，分かりやすくグループを

作ることができると考えられる．

利用者の誤操作や通信不良による端末のネットワー

ク離脱が発生した際に，構築したネットワークグルー

プが自動的に再構築され，一度離脱した端末が簡単に

元のネットワークに復帰出来るアドホックネットワー

クを構築する．構築するアドホックネットワークの方

式はマスタースレーブ方式を採用する．接続要請を出

す端末が親機 (以下リーダー端末)，接続要請を受ける

端末が子機 (メンバー端末)となる．
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端末A(リーダー端末)

1．接続準備 1．接続準備

端末B(メンバー端末)

2．端末を近付ける

(AndroidBeam開始)

3．接続情報送信

・Macアドレス

・Name

・接続番号

5．接続確立，

初期データ送信

4．接続確認

・Macアドレス

・Name

図 1: 接続の流れ

3.2 接続の流れ

端末の接続の流れを図 1に示す．

1. 接続準備を整える．

2. 端末同士を近付ける．

3. リーダー端末からメンバー端末へ接続情報 (Mac

アドレス，端末の名前，接続番号)が送られる．

4. メンバー端末が接続情報を確認し，Mac アドレ

ス，端末の名前をリーダー端末に送信する．

5. 接続が確立する．

3.3 ネットワークの処理と機能

リーダー端末離脱時の処理

• グループの中で接続番号が小さいメンバー端末を
新しいリーダー端末とする．

• メンバー端末は新しいリーダー端末に接続要求
する．

• 新しいリーダー端末が許可し，ネットワークが再
構築される．

グループ履歴

ネットワークを離脱した際，それまでの学習履歴と

グループの自分以外の端末情報を保持する．

グループ登録

教育現場で利用する際，複数回，同じ端末同士でグ

ループを構築することが考えられる．毎回端末を近付

けてグループを作成する手間を省く為，グループ名を

付けて端末情報を保持する機能を持たせる．

4 実装

機器はAndroid4.1以上のNFC搭載端末を 2台使用

する．端末同士の接続には Bluetooth Handoverを用

いて，接続確立後のデータ交換も引き続き Bluetooth

を利用する．画面に表示されるガイドに従い，端末同

表 1: 提案システムと既存システムの比較

　

ロイロ

ノート

　マルチ　

タブレット

　提　案　

シ ス テ ム

接続手続き

の煩雑さが

無い

　　　

　×

　　　　　

　　×

　　　　　

　　○

ネットワー

ク環境に依

存しない

　　　

　×

　　　　　

　　○

　　　　　

　　○

士を近づけ画面をタップすることで，接続手続きは自

動的に行われる．最初にタップした端末がリーダー端

末，もう一方がメンバー端末となる．テキストを送信，

グループメンバーの表示，履歴の保存，グループの解

消はアイコンをタッチすることで行う．

5 考察

提案システムと既存システムとの比較を表 1に示す．

接続手続きの煩雑さが無い点について，既存システ

ムでは，検索した接続相手をリストから選択し，接続

相手を認証する動作が必要であるが，提案システムで

は，端末を近づけるという動作でその両方を満たして

いる．提案システムでは，アドホックなネットワーク

を用いている為，ネットワーク環境に依存しない点に

ついても考慮されている．

本稿の提案手法により，既存システムの煩雑さを解

消し，授業の場面で使いやすいアドホックネットワー

ク構築が可能となる．また，提案したネットワーク再

構築機能により，課外活動などの利用者が移動するよ

うな場面での利用が期待出来る．

6 おわりに

本稿では教育現場で利用する際の ICT機器同士の

ネットワークを構築する上での手順に煩雑さがある

点，学習場所のネットワーク環境に学習内容が制限さ

れてしまう点を，BluetoothHandoverによるアドホッ

クネットワーク接続と自動的に再構築するネットワー

クの構築により解決した．このシステムを利用するこ

とで，今までよりも多様なサービス，アプリケーショ

ンを提供することができるようになり，教育現場にお

ける ICTの可能性を広げることができる．
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